
  洗濯に際しては下記の表をご覧になって参考にしてください。
洗濯表示は、「基本記号」と「付加記号」や「数字」の組合わせで構成されます。

５つの基本記号

付加記号と数字
（文字でなく、記号と数字で強さや温度、禁止を表します。）

温度
（基本記号の中につける）

禁止強さ
（基本記号に下線をつける）

下線
（家庭洗濯・クリーニング）

点
（タンブル乾燥・アイロン）

数字
（家庭洗濯）

×

「下線（̶）」が増えるほど
弱くなります。

数が増えるほど温度は
高くなります。

数字は水温の
上限温度です。

基本記号と組み合わせて、
禁止を表します。

※記号だけでは伝えられない情報は、簡単な言葉で記号の近くに記載されます。   
 （例：「洗濯ネット使用」「中性洗剤使用」「あて布使用」等）   
※表示は取扱の上限を表しています。表示よりも強い取扱で洗濯や乾燥をすると衣類にダメージを与える場合があります。   

乾燥家庭洗濯 漂白 アイロン仕上げ クリーニング

低通常の強さ線なし

弱い

非常に弱い 高

【例】



記号の意味現在の表示旧表示

・液温は60℃を限度とし、洗濯機で洗濯ができる

・液温は60℃を限度とし、洗濯機で弱い洗濯ができる

・液温は50℃を限度とし、洗濯機で洗濯ができる

記号の意味現在の表示旧表示

・塩素系及び酸素系の漂白剤を使用して漂白ができる

・酸素系漂白剤の仕様はできるが、塩素系漂白剤は使用禁止

・塩素系及び酸素系の漂白剤の使用禁止

・液温は50℃を限度とし、洗濯機で弱い洗濯ができる

・液温は40℃を限度とし、洗濯機で洗濯ができる

・液温は40℃を限度とし、洗濯機で弱い洗濯ができる

・液温は40℃を限度とし、洗濯機で非常に弱い洗濯ができる

・液温は30℃を限度とし、洗濯機で洗濯ができる

・液温は30℃を限度とし、洗濯機で弱い洗濯ができる

・液温は30℃を限度とし、洗濯機で非常に弱い洗濯ができる

・絵気温は40℃を限度とし、手洗いができる

・家庭での洗濯禁止

洗濯処理

漂白処理



記号の意味現在の表示旧表示

・つり干しがよい

・日陰のつり干しがよい

・ぬれつり干しがよい

・日陰のぬれつり干しがよい

・平干しがよい

・日陰の平干しがよい

・ぬれひら干しがよい

・日陰のぬれ平干しがよい

記号の意味現在の表示旧表示

・タンブル乾燥ができる（排気温度上限80℃）

・低い温度でのタンブル乾燥ができる（排気温度上限60℃）

・タンブル乾燥禁止

つり干し・・・物干し竿などにかけて干す
平干し・・・平らなところに広げて干す
ぬれ干し・・・洗濯機による脱水や、手でねじり絞りをしないで干す

タンブル乾燥

自然乾燥



記号の意味現在の表示旧表示

・底面温度200℃を限度としてアイロン仕上げができる

・底面温度150℃を限度としてアイロン仕上げができる

・底面温度110℃を限度としてスチームなしで
  アイロン仕上げができる

・アイロン仕上げ

記号の意味現在の表示旧表示

・パークロロエチレン及び石油系溶剤による
  ドライクリーニングができる

・パークロロエチレン及び石油系溶剤による
   弱いドライクリーニングができる

・石油系溶剤によるドライクリーニングができる

・石油系溶剤による弱いドライクリーニングができる

記号の意味現在の表示旧表示

・ウエットクリーニングができる

・弱い操作のウエットクリーニングができる

・非常に弱い操作のウエットクリーニングができる

・ウエットクリーニング禁止

・ドライクリーニング禁止

アイロン仕上げ

ドライクリーニング

ウエットクリーニング


